
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組む事項（視点）

視点

事業名 大内コドモジカン 決算額 64,148

視点

事業名 決算額 55,844

視点

事業名 決算額 88,000

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

◎

△

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

①　平成２８年度から「地域の子どもは地域で育てる」をスローガンに、自治会や子ども会等が中心
となって夏・冬休みの宿題に取り組む学習会や芋の苗植え、芋掘り、餅つき等の体験活動を継続
して行ってきましたが、今年度は新型コロナウイルス対策の関係で活動ができず、10月に３地区で
芋掘り体験活動を行っただけですが、参加した子ども達は、目を輝かせて活動していました。

②　参加者の運動量把握に加え、市の保健師による健康チェックやアドバイスが好評で、定期的
に4ヶ月間継続して取り組みました。参加者には日々の活動の様子を活動量計で計測し、データを
振り返りながらの健康づくりに取り組んでいます。２８年度からの継続事業です。

③　昨年、一昨年度は、地域防災についての講演会とパネルディスカッションを実施しましたが、今
年度は防災に関する体験活動を行う計画でした。しかし、新型コロナウイルス感染症人の関係で予
定していた防災キャンプを実施することができず、昨年度行った防災キャンプの様子を、地区住民
に知らせようと、全世帯に防災キャンプの報告書を配布しました。３０年度からの継続事業です。

　本協議会では、令和元年度までは協議会だよりを年2回の発行でしたが、今年度6月から、協議会だ
よりを毎月1回発行して、まちづくり協議会の活動の周知を図っています。そのため、少しずつではあり
ますが、地域住民に協議会の取組を理解してもらえているという感触を得ています。
　令和３年度から第３期大内まちづくり計画に則って活動を進めていく予定ですが、地域の各関係団体
と連携を取りながら、地域住民がともに支え合い、活力ある地域づくりの企画を進めていこうと考えてい
ます。

大内まちづくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　　伸びゆく大内　人の輪　夢の輪　地域の輪

①

②

学びの機会に満ちた伝統と文化の継承される地域

健康で幸福を感じながら生活できる地域

交流が活発で人が生き生きと活躍する地域

活動量に着目した地域型健康づくり

③
大内地域の防災を考える会
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５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　地域住民対象

（評価）　積極的に作品を募集し、地区民に親しまれるカレンダーづくりに努めている。

（今後に向けて）　非常に好評で、今後も継続する。

大内地区広報誌等印刷事業

兼務しているが、概ね良好に処理できている。

（今後に向けて）　更に、業務の合理化を進める必要がある。

4,697,561

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　　事務局員：１名

（運営費の主な内容）　大内まちづくり協議会、大内っ子まもり隊の会及び関係団体事務

（成果・評価）　大内まちづくり協議会や大内っ子まもり隊の会等の事務局業務を

（成果）　協議会の活動状況や各種のたよりを地域住民に提供できた。

（評価）　事務局で更新可能となり、協議会の活動をタイムリーに紹介できた。

1,883,483

（実施内容）　印刷機（モノクロ２台）、コピー機（カラー1台）をリースで使用

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（参加人数）　地域住民対象

（今後に向けて）　地域住民に対するサービスを、更に向上させる。

大内まちづくり協議会情報共有

（実施時期）　令和２年４月～令和２年１１月

（成果）　1000枚のカレンダーを作成し、自治会や希望者に配布した。

（実施内容）　大内地域の風景写真を掲載するカレンダーの作成

138,050

（実施内容）　協議会ホームページの情報提供及びサーバー管理費

（成果）　協議会だよりやおおうちだより等の広報誌を全戸配布し、広報活動に努めた。

（評価）　必要な資料をタイムリーに提供している。

（今後に向けて）　新鮮な情報を掲載すると共に、更にサービスの充実に努める。

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（参加人数）　地域住民対象

（今後に向けて）　まつりのコンセプトを明確にして、取り組んでいきたい。

大内の四季風景カレンダー作成

（成果）　来年度、コロナ禍の中での実施を見込み、対策備品を充実させた。

（評価）　コロナ禍でもできるまつりを実施していきたい。

88,000

第４２回大内まつり

428,918

（実施内容）　地域住民の交流と親睦を深めるまつり

（実施時期）　今年度は中止

（参加人数）　0人
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　大内地区の自治(町内）会が参加する運動会

（実施時期）　今年度は中止

（参加人数）　0人

（成果）　コロナ禍の中でもできる運動会の内容を検討した。

（評価）　地域住民の交流の場として運動会を継続していく方法を検討している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　他の項目での資料づくりを検討している。

大内地区健康体育祭

0

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

地域自慢コンテスト

0

大内地域アーカイブス(仮称)の構築

0

（実施内容）　大内地区体育祭で行う入場行進を団結力コンテストとして実施している。

（実施時期）　今年度は体育祭が中止のため、コンテストも中止になった。

（参加人数）　０人

（成果）　各自治会の団結力をアピールする機会として取り組んでいきたい。

（評価）　コロナ禍の中でどのようなコンテストができるか、検討している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

第２７回大内地区じんけん学習まちづくり大会

77,000

（実施内容）　じんけんと命の尊厳を学ぶ学習活動

（実施時期）　今年度は中止

（実施内容）　対象とするアーカイブス等の調査と検討

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（参加人数）　0人

（成果）　コロナで体験活動はできなかったが、昨年度の防災キャンプの報告を全戸配付した。

（評価）　地域の全世帯へ防災キャンプの様子を報告したことで、住民意識は高まったと感じる。

（今後に向けて）　来年度も防災意識を高める方法を考えて取り組んでいきたい。

大内地域の防災を考える会

88,000

（実施内容）　地域住民を対象に、防災体験活動（防災キャンプ）を実施予定であった。

（実施時期）　今年度は中止

（参加人数）　0人

（成果）　コロナの関係で大会は中止にしたが、児童生徒の人権作文をたよりにして全戸配布した。

（評価）　年間の定例行事として定着しているが、今年度はコロナの関係で中止となった。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（参加人数）　地域住民対象

（成果）　今年度はこれといった活動はできなかった。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（効果）　運動量の把握に加え、保健師、栄養士の個別健康指導が効果的であった。

事業名

事業費

事業概要

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努める。

（評価）　策定したまちづくり計画を全戸配付することで、地域住民に周知できた。

（今後に向けて）　5年後に次の期のまちづくり計画を策定することになる。

次期まちづくり計画策定

317,755

（実施内容）　計画策定委員会で第3期まちづくり計画を策定し、その計画を全戸配付した。

（実施時期）　令和２年４月～令和２年１２月

（参加人数）　策定委員１６名、アンケート対象住民１000名

（成果）　第3期まちづくり計画を策定し、地域住民に周知できた。

（成果）　正しいウォーキングの仕方を学び、楽しく歩くことができた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

実践ウォーキング

3,991

（実施内容） リフレッシュパークを会場に、ウォーキングの講義と実技を学んだ。

（実施時期）　令和２年１０月１６日

（参加人数）　 １７名

活動量に着目した地域型健康づくり

35,853

（実施内容） 活動量計のデータを基に、保健師や管理栄養士の指導や相談を受ける。

（実施時期）　令和２年８月～１１月

（参加人数）　 5回の講座で、延べ１０８名

（評価）　コロナ対策で少人数で行ったが、参加者からの評価は高く、次年度も実施したい。

（参加人数）　0人

（実施時期）　今年度は中止

大内地区老人大学開講

（評価）　高齢者への生きがいづくりでもあるので、継続して行っていきたい。

（今後に向けて）　コロナ対策をした上で実施する方向で考えている。

（評価）　中学生がリーダーシップを発揮し、素晴らしい提案ができた。

（今後に向けて）　地域課題について、継続的に子ども目線で検討していきたい。

0

（実施内容）　老人対象の教養と健康講座を中心にした講演会

（成果）　コロナの関係で講演会はできなかった。

大内子ども未来プロジェクト

36,253

（実施内容）　大内地域の課題を子ども目線で検討する会議を行い、提案する。

（実施時期）　令和2年11月29日、令和3年2月28日

（参加人数）　１回目20人の児童生徒、２回目21人の児童生徒

（成果）　中学生が中心となって子ども目線で地域課題を洗い出し、解決方法を検討した。
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事業名

事業費

事業概要

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努める。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　１５名

（成果）　子育て支援ｾﾝﾀｰや関係団体の方との交流会を通して課題の共有ができた。

（今後に向けて）　各関係機関との情報共有は必要で、継続して実施していく。

（参加人数）　延べ68名

（成果）　高齢者の気力と体力の向上を図ることができた。

（評価）　スポーツを通して、仲間同士の触れ合いの場づくりができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努めている。

（今後に向けて）　来年度は、年2回開催して実施する予定である。

健康促進球技大会

68,020

（実施内容）　高齢者を対象に、春と秋に球技大会を開催

（実施時期）　令和２年１０月8日・１０日

心と体の健康づくりみんなで語ろう

30,508

（実施内容）　福田百合子先生の講演とグループ座談会を実施

（実施時期）　令和３年２月２０日

（参加人数）　２９名

（成果）　福田先生の講演はとても好評で、それを受けた座談会も盛り上がった。

（実施内容）　子育て情報を集めた地域マップを作成した。

（実施時期）　令和２年１０月２２日、令和２年１１月１９日

（参加人数）　延べ３０名

（成果）　子育て世代の方からのニーズを取り入れたマップを作成できた。

（評価）　すばらしいマップができ、その需要が多い。有効活用していきたい。

（今後に向けて）　マップづくりの事業は終わるが、マップを活用した事業を推進していく。

（実施時期）　令和２年１０月２９日

（参加人数）　 ２２名

（成果）　認知症予防や健康な老後を過ごすための、心と体のケアーができた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

子育て支援マップづくり

151,351

子育て支援

0

（実施内容）　子育てについての地域課題の情報交換を行った。

（実施時期）　令和２年１０月１３日

ふまねっと運動導入

16,000

（実施内容） ふまねっと運動の講習及び実習

（評価）　子育てに関する課題は多岐にわたるが、情報を共有し課題解決につなげていきたい。
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（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　児童登下校時の安心、安全のためのみまもり活動

（実施時期）　令和２年４月～令和２年３月

（参加人数）　隊員1５３名

（成果）　子どもたちの登下校時の安心と安全を確保している。

（評価）　主に老人会の協力で実施しているが、地区により人員確保が難しい状況である。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　反射鏡の整備により、交通事故の防止を図っている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

反射鏡設置補助

（参加人数）　農青連　９名　　青少協　１４名

（成果）  定期的に各小学校区を巡回し、児童生徒の安全確保に寄与している。

（評価）　地域内の治安の維持や防犯に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内っ子まもり隊活動の推進

380,125

（評価）　災害時の他、自治会のイベントでも使用でき効果的に運用している。

（今後に向けて）　継続的に応急資機材の整備を行う。

巡回パトロール

126,840

（実施内容）　夜間パトロール及び児童下校時の安全対策を目的としたパトロール

（実施時期）　農青連：毎月１日・１５日の２回　　青少協：毎月１０日・２０日の２回

災害対策の充実

466,691

（実施内容）　各自治会で活用できる防災機材の整備

（実施時期）　令和２年７月～令和３年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　防災用資器材（ブルーシートや土のう袋ほか）を希望する自治会に配布した。

（実施内容）　自主防災組織設立の促進

（実施時期）　令和２年度

（参加人数）　自治会対象

（成果）　令和２年度は、新たに自主防災組織を設立した町内がなく、活動できなかった。

（評価）　各自治会に働きかけ、地道に組織の設立に取り組む。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

自主防災組織の設立

0

（実施時期）　令和２年５月～令和３年２月

（参加人数）　６自治会

（成果）　自治会からの要望で新増設７カ所、補修４件を実施した。

406,000

（実施内容）　反射鏡設置に対する補助金事業
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事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　ハイキングや行楽客が、安全で快適な登山が出来るようになりつつある。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

里山河川ふれあい補助

250,000

（実施内容）　大内地区の里山や河川等の環境整備の助成

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（参加人数）　約３００名

（成果）　３団体（氷上、象頭山、大内桜）活動の助成を行った。

（実施内容）　対象4河川の美化活動の助成

（実施時期）　令和２年５月～令和２年１２月

（参加人数）　１１自治会

（成果）　対象河川のある自治会で、それぞれ美化活動が実施された。

（評価）　自治会活動の一環として定着し河川美化に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（参加人数）　自治会対象

（成果）　側溝やポストコーンの設置等５件を実施した。

（評価）　制度が地域に定着し、整備が進んでいる。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

河川環境美化活動助成金交付

452,753

交通安全環境施設設置整備

703,000

（実施内容）　法定外公共物事業で対象にできない交通安全施設整備の助成

（実施時期）　令和２年１０月～令和３年３月

4,354,000

（実施内容）　法定外公共物の整備

（参加人数）　自治会対象

（成果）　道路舗装等８件を実施した。

（評価）　希望する自治会が多く、不採用案件もあり、次年度に持ち越しになっている。

（今後に向けて）　各自治会からの要望も多く、拡大して実施する方向である。

交通安全教室の開催

0

（実施内容）　交通安全教室開催に対する補助金事業

（実施時期）　今年度はコロナの関係で中止にした。

（参加人数）　０名

（実施時期）　令和２年１０月～令和３年３月

（成果）　今年度できなかった。

（評価）　住民の交通安全意識の高揚のため、必要な事業である。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

土木工事（法定外公共物／単市土地改良）
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　効果が出ている箇所も多いが、不法投棄がゼロになっていない現状がある。

（今後に向けて）　住民の意識向上のため、更に取り組みを充実していく。

不法投棄防止運動

14,852

（実施内容）　ゴミの不法投棄を防止するため、美化神社の鳥居の設置を行った。

（実施時期）　令和２年度

（参加人数）　約10人

（成果）　美化神社の鳥居を設置するとともに、防犯カメラや防犯ライトを設置した。

（成果）　コロナの関係で実施することができなかった。

（評価）　内容や活用方法の検討が必要である。

（今後に向けて）　休耕田をどのように有効活用するかを検討する。

休耕田の活用

0

（実施内容）　実施できなかった。

（実施時期）　実施できなかった。

（参加人数）　０人

（実施時期）　令和２年６月～令和３年１月

大内コドモジカン

64,148

（実施内容）　芋の苗植え、芋掘りの体験活動

（参加人数）　３自治会の役員、子ども達　　約１００名

（実施時期）　令和２年７月～８月

（参加人数）　山口中央高校の有志生徒、先生と青少協役員２０名

（成果） 青少協役員で立看板３０枚を製作し、大形看板は山口中央高校生が取り組んでいる。

（評価）　作成した看板は通学路に設置し、啓発を行っている。

（実施内容）　募集した標語を、立て看板として作成

（評価）　学校内で生徒と児童の標語応募は、毎年の行事として定着している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施するが、カレンダーは地域振興部会と合体させたい。

40,707

標語ポスター・カレンダーの作成

129,250

（実施内容）　大内地区３学校の優秀標語をポスターとカレンダーにして配布

（実施時期）　令和２年８月～１１月

（参加人数）　大内中２年生、大内小・大内南小５年生全員

標語看板の作成

（成果）　生徒の優秀標語をポスターとカレンダーに印刷し、幼稚園や自治会に配布した。

（成果）　子どもを地域の皆で育てるため、大人達が協力し実施した。

（評価）　子ども達の参加が多数あり、世代間交流が活性化し楽しい行事となっている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

160,000

（評価）　地域の子どもは地域で育てる意識を高める活動として定着してきた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き助成する。

地域協育ネット支援

（実施内容）　大内協育ネット活動への助成

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（参加人数）　大内中、大内小、大内南小及び地域の保育・幼稚園児

（成果）　あたりまえ１０箇条ののぼり旗をつくって各校に配付した。

（評価）　高齢者と子どもがふれうことで、世代間交流ができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（成果）　地域の子ども達に、伝統文化を継承する良い行事となっている。

（参加人数）　約１００人

0

（実施時期）　令和２年１２月２０日

（実施時期）　令和２年１０月

（参加人数）　大内地区の９保育及び幼稚園児、職員、役員

（成果）　園児たちは収穫の楽しさを知り、食と農の繋がりを体験させる事ができた。

食農教育

26,334

（実施内容）　門松の作り方を教えることで伝統文化を継承

大内史跡探訪会

三世代交流事業

（参加人数）　延べ７００人

50,000

（評価）　史跡探訪を重ねることで郷土愛を育み、人と人とのつながりを深めていきたい。

（評価）　コロナの関係で、地域住民の参加を制限したが、次年度は地域を巻き込んで行いたい。

（今後に向けて）　地域と学校の連携のための事業を引き続き行う。

（実施内容）　コロナの関係で実施できなかった。

（実施時期）　実施できなかった。

（参加人数）　０名

（成果）　地域にある史跡のすばらしさを伝えるために有効な活動である。

（今後に向けて）　地域の史跡資源を更に発掘する。

教育講演支援

（実施内容）　中学校で行う教育講座の助成

（実施時期）　令和２年１０月２４日

（成果）　鷺流狂言の体験と講演会に、生徒だけでなく、教職員､保護者・住民が多数参加した。

（評価）　農業に関心を持たせるという教育の効果があがっている。

（今後に向けて）　１９年間継続の事業であり、来年度も継続する。

79,846

（実施内容）　地区の幼稚園、保育園等の園児によるサツマイモの芋掘り体験活動
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事業名

事業費

事業概要

事業名 夏のフェスティバル

事業費

（実施内容）　各自治会の子ども達が企画運営する夏まつり

（実施時期）　実施できなかった。

事業概要 （参加人数）　０人

（成果）　コロナの関係で実施できなかった。

（評価）　子どもが主体的に企画や準備する活動として継続して支援していきたい。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

事業名 予備費

事業費

（実施内容）　コロナ対策に関する備品やバス停の屋根の修理代等に活用した。

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

事業概要 （参加人数）　０人

（成果）　地域の環境整備や、コロナ対策を充実することができた。

（評価）　緊急時に活用できて点で有効である。

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

 てください。

600,659

341,400

（成果）　大内中、大内小、大内南小の資機材を整備することができた。

0

（評価）　購入した資機材を、住民活動に有効活用している。大内小と南小にテントの足を提供した。

（今後に向けて）　学校運営に協力していく。

（参加人数）　約１，０００人

学校環境整備支援

（実施内容）　地域住民が活用する学校施設の整備支援

（実施時期）　令和２年４月～令和３年３月

（今後に向けて）　事前に計画しながら事業をすすめるが、緊急の場合等に予備費を活用する。
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